
１．はじめに

工事概要
�１ 工 事 名：紀北東道路弁天谷川橋床版工事
�２ 発 注 者：国土交通省近畿地方整備局

和歌山河川国道事務所
�３ 工事場所：和歌山県伊都郡かつらぎ町
�４ 工 期：平成２２年１１月２日～

平成２４年１月１１日
本工事は、京都・奈良・和歌山を結ぶ延長１２０km
の京奈和自動車道の一部で紀北東道路弁天谷川橋
の合成床版及び壁高欄等の橋梁付属物の工事です。
弁天谷川橋は、鋼７径間連続合成２主鈑桁橋橋
長２４４ｍのＴＲＣ合成床版の橋梁で、橋梁下には
弁天谷川と２本の町道が整備されています。
ＴＲＣ合成床版は、トラス鉄筋と床版底面の鋼
板を溶接接合により工場にて組立た鋼・コンク
リート合成床版のことで鋼部材が型枠・支保工の
役割を果たすため現地施工の安全性確保と工期の
短縮が可能となります。
施工方法としては、工場で製作した幅１０．７ｍ（橋
梁全幅員）の床版パネル１０４枚を現地に輸送し、
２主鈑桁上にクレーンで架設します。その後ボル
トでパネルを繋ぎ、パネル内に上側鉄筋のみを配
筋し、コンクリートを打設します。主桁との一体
化（合成）は、桁付きスタッドを床版内に配置す

ることで一体化をさせます。

２．現場における問題点

本橋梁は、合成桁であり設計は床版コンクリー
ト一括打設で構造計算されています。実施工にお
いては、床版全体を一括で打設することが困難で
あるため、床版を複数のブロックに分割し施工可
能なコンクリート量とする必要があります。
床版コンクリート打設順序によっては、床版に
許容値を超える引張応力度が発生しコンクリート
がひび割れる、あるいは主桁たわみが設計計算上
の想定と大きく異なり、所定の床版仕上りを確保
出来なくなる等の不具合が懸念されます。
また、現場条件としては、日打設量２００ｍ３、仕
上げ面積５００ｍ２、コンクリート打ち込み時間を
８：００から１２：００を標準として床版コンクリート
打設計画の検討を行いました。
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図―１ ＴＲＣ床版パネル
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３．工夫・改善点と適用結果

コンクリート打設においては、全橋分コンク
リートを、いくつかの打設ブロックに分割した上
で、各々の打設ブロックを最適な順序で打設する
こととなるが、打ち継ぎ目箇所が極端に多いと打
設後のコンクリート品質上好ましいことではない
ため、床版応力度、床版仕上り面標高、そして打
ち継ぎ目箇所数最小化による品質確保がバランス
よく確保される必要があります。
そこで、今回床版打設ブロック毎に主桁と床版
コンクリートの逐次合成を考慮できる解析プログ
ラムにより、床版打設ステップ案を複数案検討し、
床版仕上り面標高が規格内に収まり、かつコンク
リート応力度が許容値内に収まる最適打設ステッ
プを見出すこととしました。
主な検討項目としては、①検討プログラムによ
る床版コンクリートのひび割れ検討 ②設計たわ
みと検討プログラムによるたわみとの比較検討
③打ち継ぎ箇所数の検討を行いました。
検討に使用した解析ソフトは、『床版打設検討
プログラムCOMPO（菱日エンジニアリング
㈱）』を用いた。主桁の断面、床版の断面、床版
ブロック割、打設間隔等のデータより床版コンク
リートに発生する引張強度と発生応力よりひび割
れの発現を判定します。また、逐次合成により順
次変化するキャンバーについても同ソフトにより
確認をしました。

４．おわりに

検討の結果、ひび割れ発生の可能性が少なくま
た、設計キャンバーと同様の主桁たわみを示す打
設 STEPで現場条件を満足した最適打設 STEP
を見つけだすことができました。
床版コンクリート打設における通常の打設
STEPの場合、支間中央付近を先行打設し引張が
発生する床版支点上付近をその後打設する方法が
一般的であり、この場合ひび割れの発生は抑えら
れるが打ち継ぎ箇所数が１２箇所と多く品質上好ま
しくなく施工性も悪い。また設計たわみとの差も
１０㎜程度でありました。
検討の結果、支点上付近の引張応力の発生を抑
えかつ先行打設した支点上付近のコンクリートの
引張強度発現を有する、ひび割れの発生を抑える
ことのできる打設ステップを見出し、打ち継ぎ箇
所数６箇所、設計たわみとの差も５㎜未満にでき
ることが解りました。
通常の施工方法と比べ施工性も良く品質・出来
形ともに満足の出来る施工方法を検討することが
でき、工程の短縮についても寄与する結果であり
ました。
実際の施工も検討どおり実施し、ひび割れが発
生することなく施工が出来ました。出来形につい
ても目標としていた規格値内８０％を達成でき満足
のいくものとなりました。打ち継ぎ目箇所数も大
きく減らすことができ品質面施工面からも良い結
果になったと思います。図―２ 床版打設検討プログラム

図―３ 床版コンクリート打設状況
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